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ロータリー財団奨学金委員　　清水　泰男

２０１０～２０１１年度　国際ロータリー第2600地区

ロータリー財団国際親善奨学生の募集について


2010～2011年度ロータリー財団国際親善奨学金の募集時期となりました。


本年度応募者を対象にした、奨学金申請書及び参考資料等を添付ファイル等にてお送り申し上げます。昨年同様、応募者への説明と推薦方をよろしくお願い申し上げます。

なお、推薦者は1クラブ2名までといたします。下記の日程に基づき各クラブの面接日時をご検討頂きますようお願い申し上げます。

【クラブから地区への提出書類】

　①　本人の提出した申請書・添付書類一式……正本一式

　②　申請書、小論文のコピー（A4用紙を使用）…1式

　③　クラブ会長の身元引受書・推薦書……1通


注：1）申請書P16は推薦クラブの確認ページとなっています。

　　　　・クラブ会長署名　顧問ロータリアン住所・氏名をご記入願います。（署名以外英語）






（なお、顧問ロータリアンは奨学生の出発前、留学期間を通して、同一人物で







　あることをご留意ください。）

　　　2）募集要項を添付ファイルで送信します。なお申請書とパンフレットはRIのウエブサイトに掲載されております。

【奨学金の目的】

　ロータリー財団の国際親善奨学金プログラムは、世界で最も大規模かつ国際性を備えた民間の奨学金プログラムであり、他国での1学年度（通常9ヶ月）の勉学を通じて「親善大使」としてロータリーの存在する世界各地へ派遣することを第1目的とし募集する。

当地区は「1学年度国際親善奨学金」プログラムのみを採用

【応募資格】

　①　日本国籍を持ち、奨学金年度が始まるまでに、少なくとも2ヶ年間の総合大学または、単



科大学の大学課程を修了した人…年齢は制限されない


②　高校を卒業したうえ、少なくとも2年間の専門職業に従事した人

　③
ロータリアン、またはその親族及びロータリー組織の関係者でないこと


上記の一般資格条件を持ち、さらに下記の条件のいずれかに該当すること

　　　1）長野県内の高等学校卒業者

　　　2）長野県内の大学に在学中の者

　　　3）長野県にある研究機関に在学中の者

　　　4）長野県内に就職している者（但し勤務先の雇主か上司の推薦状を添付すること）

　　　5）長野県内に保護者が居住していること

【その他】

　
・募集についてはクラブ会長宛に通知する。

　
・応募申請者には「国際親善奨学金申請書」、パンフレット、
奨学金応募希望者宛「2600地区


R財団国際親善奨学生募集要項」をメール等で送信する。



・地区への申請前に必ず応募者と面接をし、クラブ会長の推薦状、身元引受書を添付する。

　　・クラブからの推薦者は２名までとし、２名以上応募者がある場合は、クラブ間の調整を行い、なるべく多くの推薦者がでるよう配慮して下さい。

【応募・選考日程】

　　　２００８年　１2月　　　



各クラブ宛に申請書類一式　メールにて送信配布
　　・２００９年
３月中旬まで　　
各クラブが申請書類受付締切日を決定　　　　　　　　　　　　　　　　



・２００９年
３月末日　　


地区ガバナー事務所　申請書類受付締切日

　　・２００９年
４月１８日（土）
地区選考試験日・諏訪市　

　　・２００９年　４月下旬　　　　　地区推薦者発表

　　・２００９年　６月７日（日）　
地区推薦者書類作成のための説明会・諏訪市

　　・２００９年１２月中旬頃までに　RIより指定教育機関認定書が送付される

　
【申請書類の送付先】

　　・2008-2009年度ガバナー事務所　〒390-0023　諏訪市小和田南14-7　諏訪商工会館4Ｆ

　　TEL　０２６６－７８－４８７０　　FAX ０２６６－７８－４８７１

　　E-mail　yasukawa-gov@rid2600.jp
    URL   　http://www.rid2600.jp
２００８年１２月   日

奨学金応募希望者　各位　
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ロータリー財団奨学金委員　　清水　泰男

２０１０～２０１１年度　国際ロータリー第2600地区

ロータリー財団国際親善奨学生の募集（要項）

【国際親善奨学金の目的＆プログラム】

ロータリー財団の国際奨学金プログラムは、世界で最も大規模かつ国際性を備えた民間の奨学金プログラムです。

　このロータリーの奨学金制度は他の奨学金とは違い、他国での１学年（通常9ヶ月）の勉学を通じて奨学生が優秀な成績をあげることは勿論ですが、「親善大使」としてロータリーの存在する世界各地へ派遣することを第1目的とし募集しています。

　そのため、申請者は3ヵ国にわたる5つの志望校（１都市１志望校）を綿密に調査し、そのうちいずれにも通学する意志を表明しなければなりません。しかし、最終の教育機関の決定はロータリー財団管理委員会にあります。これは、希望した5つのうちのいずれかを指定する場合もあり、5つ以外の適切な教育機関であることもあります。また、候補者は指定された教育機関の入学許可は自身で取得する責任があり、奨学金を与えられたからといって、入学許可を得られるわけではないという点もこの奨学金制度の特徴です。申請者はこの点を最も重要なこととして、明確に理解していなければなりません。

　また、当地区は「１学年度国際親善奨学金」プログラムのみを採用します。

２０１０～２０１１年度に勉学する奨学生に対し、費用総額が米貨２５，０００ドルの一律支給額となっています。その額を超える教育機関を希望し指定された申請者は超過額を自己負担することになっています。指定された教育機関以外の機関が運営する「海外留学」プログラムと、この奨学金を併用することはできません。

以上の件に関しては財団パンフレット及び2010-2011年度国際親善奨学金申請書を念入りに読んでください。

【応募資格】
　①　日本国籍を持ち、奨学金年度が始まるまでに、少なくとも2ヶ年間の総合大学または、単



科大学の大学課程を修了した人…年齢は制限されない


②　高校を卒業したうえ、少なくとも2年間の専門職業に従事した人

　③
ロータリアン、またはその親族及びロータリー組織の関係者でないこと


上記の一般資格条件を持ち、さらに下記の条件のいずれかに該当すること

　　　1）長野県内の高等学校卒業者

　　　2）長野県内の大学に在学中の者

　　　3）長野県にある研究機関に在学中の者

　　　4）長野県内に就職している者（但し勤務先の雇主か上司の推薦状を添付すること）

　　　5）長野県内に保護者が居住していること

【申請書記入及び応募に関しての留意事項】



※　RID2600地区は１学年度国際親善奨学金のみを採用する。

　　　　（この申請書は他の奨学金との共用であるため必要箇所以外は記入しないこと）

「奨学金申請書」　139-JA-708）

　◇ 全ての提出用紙の右上へスポンサーロータリークラブ名と氏名を記入すること。

　　　（シールを貼ってもよい）

　◇ 氏名、住所、等固有名詞は、全て２段使いにし、ローマ字のフリガナをつける。

「小論文・・・・申請書Ｐ２を参照」

　◇ A4サイズの用紙に、別紙として以下の論文を作成する。

　
 最初のページには連絡先の住所と電話番号を記入すること

　（1）得意な科目と今後の課題、職業経験、キャリアの目標、その他これまでに起きた重要な出来事を含む略歴を２ページ以内にまとめること（翻訳文を除く）


（2）奨学金申請の理由、志望専攻分野、その専攻分野とあなたのキャリアの目標との関係について詳細に記述すること。これらの計画が、どのように世界理解と平和の推進というロータリー財団の使命を支え、どのように目的の実現に貢献するかの説明、海外留学中に参加したいと考えている社会奉仕プロジェクトまたは活動を３ページ以内にまとめること（翻訳文を除く）

（3）学業や職業と関係のない面に於けるあなたの主な関心事や、活動を略記し、これらのうち、あなたが指導的な立場に就いたことのあるものを明記すること。公共でのスピーチ訓練や経験、ならびに社会奉仕活動への関与があればそれも明記のこと。




この小論文は１ページ以内にまとめること。


以上３点の小論文は、それぞれ独立させること。


小論文（タイプしたもの）を全部留学国の言語に自分で翻訳したものを添付する

「志望校の記入にあたり・・・・申請書Ｐ5を参照」

　◇志望校（P5）・・・・５校記入する（同一国内では2校のみ、従って3ヵ国以上になる。

１都市１志望校）

　　志望校は正式名称（その国の文字）と日本語での名称を併記すること。

　　※前述のロータリー奨学金の本来の目的により、RIは奨学生を地理的に出来るだけ広範囲に


配分するために、列記された教育機関のいずれか、又は別の適切な機関に奨学生を割り当



てる権限を有する。従って必ずしも第一希望から順次指定されるとは限らない。

「語学力証明書・・・・申請書P６～７、片面印刷にて使用のこと」・・・

　　
各言語につき1部ずつ、語学教師が記入した語学力証明書を提出しなければなりません。セクションⅠに本人が記入し、セクションⅡは語学教師が記入。

「推薦書・・・申請書P８～９、P10～11片面印刷にて使用のこと」 ・・

セクションⅠ（P８～９）は自分で記入し、セクションⅡ(P10～11)は二人の教師または適切な雇用主/上司が記入。

「その他・・・地区において確認し、RIへは送付しません」

　　（A）本人の提出するもの（翻訳文は不要）

　　　　①戸籍謄本

　　　　②健康診断書（書式自由）

　　　　③両親の承諾書（A4用紙にて書式自由）

以上漏れなく記入し、正・副各1部をスポンサークラブへ提出する。

　　（B）推薦ロータリークラブの提出するもの

　　　　①推薦状、身元保証書

【応募・選考日程】

　　・２００９年
３月中旬まで　　
各クラブが申請書類受付締切日を決定するので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポンサークラブに問い合わせてください



・２００９年
３月末日　　


地区ガバナー事務所　申請書類受付締切日

　　・２００９年
４月１８日（土）
地区選考試験日・諏訪市　

　　・２００９年　４月下旬　　　　　地区推薦者発表

　　・２００９年　６月７日（日）　
地区推薦者書類作成のための説明会・諏訪市

　　・２００９年１２月中旬頃までに　RIより指定教育機関認定書が送付される

【申請書類の送付先】

　　〇最寄のロータリークラブ（別紙県内ロータリークラブ一覧参照）

　　　　（地区ガバナー事務所は直接受け付けることは出来ません）

【詳細についての問い合わせ先】

　・最寄のロータリークラブ（別紙県内ロータリークラブ一覧参照）

　・2008-2009年度ガバナー事務所　〒390-0023　諏訪市小和田南14-7　諏訪商工会館4Ｆ

　　TEL　０２６６－７８－４８７０　　FAX ０２６６－７８－４８７１

　　E-mail　yasukawa-gov@rid2600.jp
    URL   　http://www.rid2600.jp
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